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日本語・日本事情活動報告1989-1990年度

(担当)　浮　田　三　郎

日本語(初級・中級・上級)と日本事情の授業

数年前に比べて,広島大学のキャンパスで見かけられる外国人留学生の数は,益々

多くなって,広島大学も国際的な雰囲気を備えつつある今日この頃である。本年度

も,広島大学の外国人留学生の数は,大幅に伸び, 1990年11月1日現在で484人に上っ

ており,その内約40パーセントの留学生が,現在,西条(東広島)キャンパスと東

千田(広島市)キャンパスで,留学生センターの主催する「日本語・日本事情」か

「日本語研修コース」の授業を受けている(その他の留学生も,そのほとんどが,

以前になんらかの形で, 「日本語・日本事情」か「日本語研修コース」の授業を受け

ている)0

このように,広島大学の統合移転の過渡期にあって,東千田と西条の両キャンパ

スで,充実した授業が行われるためには,前回も述べた通り,教官数や留学生の多

様性などの種々の問題を抱えており,現状での問題解決は非常に難しいようである

(前号参照)0

ところで,広島大学留学生センターは,正式には,新たに「指導」部門を設けて,

1990年6月8日に発足したが,日本語教育の部門は,それまで教育学部にあった「日

本語・日本事情」と「日本語研修コース」がそのまま移ったことになり,日本語教

育の形態はそれまでとほとんど変化していない(前号参照)。即ち,正規の授業,種々

の研究留学生のための補習授業,教員研修留学生のための集中授業などの種々の日

本語・日本事情の授業,日本語・日本文化に関わるプログラム, 6か月集中の予備

教育(日本語研修コース)を行っている。授業内容は,より体系的でより充実した

ものをと,試行錯誤はしているが,未だに大改革には至っていないのが実状である

(前号参照)。ここでは,従来の日本語・日本事情の授業に関わる活動を中心に,以

下に1990年度のカリキュラムと授業内容を学生便覧から抜粋してみる。
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表1　日本語・日本事情授業科目

授 業 科 目
開単

位
設数

学期別過授業時間

備 考
前期 後 期 通年

◎ 日 本 語 初 級 I 1 2 2 広島大学外 国

人留学生のため

の授業 である0

日本語初級 I

か ら日本語初級

Ⅳ までは前期又

は後期 で受講0

ただ し, ◎印

の授業 は東千 田,

西条 の両地 区で

開講0

◎ 日 本 語 初 級 II 1 2 2

日 本 語 初 級 III 1 2 2

日 本 語 初 級 Ⅳ 1 2 2

◎ 日 本 語 中 級 I - 1 2 2 . 2

日 本 語 中 級 I - 2 2 2 2

◎ 日 本 語 中 級 II 2 2 2

◎ 日 本 語 中 級 III 2 2 2

日 本 語 中 級 IⅤ 2 2 2

日 本 語 中 級 Ⅴ 2 2 2

日 本 語 中 級 Ⅵ 2 2 2

◎ 日 本 語 上 級 I 2 2 2

◎ 日 本 語 上 級 II 2 2 2

◎ 日 本 語 上 級 IlI 2 2 2

日 本 語 上 級 IⅤ 2 2 2

日 本 語 上 級 Ⅴ 2 2 2

◎ 日 本 事 情 I 2 2 2

◎ 日 本 事 情 II 2 2 2

日 本 事 情 IlI 2 2 2

日 本 事 情 Ⅳ 2 2 2

日 本 文 化 2 2 2

日 本 語 特 講 15 30
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表2　日本語・日本事情授業内容(その1)

授業 科 目
早
位
敬

担 当

教 官
授 業 内 容 学 期 備 考

日 本 語 1 畏 友 日本語 学 習経 験の ほ とん どな い学 習 前
西条 キ ャ ンパ ス初 級 I 者 を対 象 に発音 . 文 字 . 基本 文型 を教

え る。 級

1 内 藤
(非常 勤 )

前

級

東千 田
キ ャ ンパ ス

日 本 語 1 小 男予 日本 語学 習経 験 の ほ とん どない学 習 節
西条 キャ ンパ ス

初 級 II (非常 数 ) 者 を対 象 に間堰 演 習 を了丁つ。 後

1 渡 部
(非 常数 )

前

級

東千 田
キヤ ンノヾ ス

日 本 語 1 縫 郡 日本語 学習経 験 の ほ とん どない学 習 前
西条 キ ャンパ ス初 級 III 者 を対象 に, 訳解 指導 を行 つ0

後

日 本 語 1 今 田 日本語 学習 経験 の ほ とん どない学 習
ノゝ.B 、

節
西条 キ ャンパ ス初 級 IⅤ 者 を対象 に, 聴解 , 7; 言舌演 習 を1丁う 0

級

日本語 中級 2 田 畑 日本 語 初 級 を終 っ た 程 度 の学 習 者 前
西条 キ ャンパ スI - 1 (非常助 ) に, 解読 . 文 法指 導 を打 つ0

級

2 小 林
(非常 助)

前

級

東 千 田
キ ャンパス

日本語 中級 1 未 定 日本 語 初 級 を終 った 程 度 の学 習 者 節
西 条 キ ャンパス1 - 2 に , 読解 . 文 法 指導 を了丁つ0

後

日 本 語 2 大 1規 日本 語 初 級 を終 った 程 度 の学 習 者 前
西 条 キ ャンパ ス中 級 II (非常 数) に , 作 文 . 会話 の指 導 を了丁つ0

後

2 渡 部
(非常 勤 )

前

級

東 千 田
キ ャ ンパ ス

日 本 語 2 i学 田 日本 語 初 級 を終 っ た程 度 の 学 習 者 前
西条 キ ャ ンパ ス中 級 III に , 小 説 . 随筆 な どの講 訳 の指 導 を1丁

う0
後

2 古 浦
(非常 数 )

前

後

東千 田
キ ャ ンパ ス

日 本 語 2 多和 田 日本 語 中級 -Illを終 った程度 の学 前
西条 キャ ンパ ス中 級 IⅤ 習者 に, 読解 . 文 法 . 口頭表 現 (会話 )

. 文 章表 現 (作 文 ) を教 える。 後

日 本 語 2 未 定 日本語 中級 I ~ IIIを終 った程 度の字
ht. . ;

前
西条 キャ ンパ ス中 級 Ⅴ 習者 に, 漢字 の使 い方 . 発 日 . 漢語 の

体 系な どを教 える0
級

日 本 語 2 田 畑i 日本語 中級 I ～ m を終 った程 度の 学

こ粗 ヒ2?**蝣・?-.4=Z..」

前
西条 キ ャンパ ス

中 級 ⅤI (非 常助 ) 習者 に小 説 な どの訳解 指 導 をT丁つ0 後

日 本 語 2 相 原 読 解 . ス ピー チ . 聞 き取 り . 上級 文 前 東 千 田
、 。上 級 I 汰 . 作文 を指 導 す る0

後
キ ヤン′ハス

2 深 見 前

級
西 条 キ ャ ンパ ス
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表2　日本語・日本事情授業内容(その2)

授 業科 目
単
位
敬

担 当

教 官
授 業 内 容 学 期 備 考

日 本 語 2 奥 田 日本 文学 を題 材 として, 日本 語 の語 節

後
西 条 キ ャンパ ス上 級 II 秦 . 構 文 . 表 現 . 発 想 の 特 徴 を追 求

し, あ わせ て 日本 文化 の構 造 と特 色 を
検 討 す る0

o 4 、 林 読解 . ス ピー チ . 聞 き取 り . 上 級文 前 東 千田

(非 常勤 ) 法 を教 える。
(k

キ ヤンノヾ ス

日 本 語 2 未 定 作文 . 読 解 を柱 に した, 課 題別 総合 前

後
西条 キ ャンパ ス上 級 IIl 指導 を行 う。

2 未 定 前

後

東 千田
キ ャンパ ス

日 本 語 o 大 槻 読解 . ス ピー チ . 聞 き取 り, 上 級文 前

級
西条 キ ャンパ ス上 級 IⅤ (非 常数 ) 法 を教 える0

日 本 語 2 浮 田 漢字 の知 識 の ある学 習者 を対 象 に読 前

後
西条 キ ヤンノヾ ス上 級 Ⅴ 醍 . 作 文 を中心 に日本語 の表 現現 法 の

指導 を行 い, 日本文 イヒにつ いて講 義 .
討 論 を行 う。

日本事 情 I 2 水 町 文字 . 音 声 . 映像 を通 して 日本 の社
会 . 文 化生 活様 式 の理解 をはか り, 学
習者 の 自国の雪印青との上ヒ校 に も とづ く
討 論 を行 う0

前

後
西条 キ ャ ンパ ス

2 位 藤 日本 の文 イヒ及 び習慣 等 につい て考察 前

後

東千 悶
(非常 勤) す る0 キ ヤ ンノヾ ス

日本事 †育II o 奥 田 日本 の文 化及 び習慣 等 につい て考察 節
西 条 キ ヤ ンノヾ ス(非常 助) す る。

未 定 1%

2 深 見 前

tfi

東千 問
キ ヤ ンノヾ ス

日本事 情 III 2 浮 田 日本 人の 思考様 式 を, 異文 化 間 コ ミ

ュニ ケ】 シ ヨン的視 点 に よ り講義 . 討
論 す る。

前

後
西 条 キ ャ ンパ ス

日本事 †再IV 2 中 村 日本 文学 を題 材 と して, 日本人 の発
想 の特徴 や 日本 文化 の構造 と特色 を講
義 . 討 論す る。

前

後
西 条 キ ャンパ ス

日本軍 持講 15 浮 田 日本 語 をほ とん ど知 らな い学生 に発 後 教 員研 修 留学生
多和 田 育 . 文字 . 会 話 . 作文 の初 歩 を集 中的 のた めの フpログ
長 友
深 見
i度 部
(非 常助 )
大 ヰ規
(非 常数 )
4 、 野
(非 常勤 )

に教 え る。 ラム

日 本 文 イヒ 2 浮 田 日本 語 . 日本文 イヒ研 修留 学生 を対 象 前

級

深 見 に, 日本 文化 の さ まざ まな側面 につい
て, よ り深 い知言敬と理 解 を得 させ る0

なお, 講 義 に合 わせ て随 時実 地研修
も行 う0
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日本語日本文化研修プログラム

深　見　兼　孝

広島大学では,昭和60年度より日本語日本文化研修留学生を受け入れているが,

昭和62年度より特別経費の交付を受け, 「日本語日本文化研修プログラム」を開始

し,現在に至っている。平成元年度後期および平成2年度の前期のプログラムの概

要は,次の通りである1)0

平成元年度

10月20日(金)　オリエンテーション

10月27日(金)　見学　映像文化ライブラリー・

11月3日

11月17日

11月24日

12月1日

12月15日

1月12日

2月2日

2月17日

(金)　見学

(金)　講義

(金)　見学

(金)　見学

(金)　講義

(金)　見学

(金)　見学

也

広島城・縮景園

宮島

日本の城・庭園

錦帯橋・岩国城

シャープ工場

日本の伝説・神話

酒蔵群見学

マツダ

?　　　似島合宿

2月18日(日)

3月1日(木)

?　　　スキー旅行

3月3日(土)

3月18日(日)

?　　　見学　京都市・奈良市

3月20日(火)

平成2年度前期

4月27日(金)　オリエンテーション
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5月11日(金)

5月18日(金)

6月1日(金)

6月3日(日)

6月8日(金)

6月15日(金)

6月22日(金)

6月29日(金)

7月6日(金)

?

7月8日(日)

9月7日(金)

9月14日(金)

見学　筆作り工場

見学　そごう物流センター

見学　広島刑務所

見学　花田植え

見学　キリンビール工場

講義・見学　日本の陶芸　　　陶芸家　　　　川原浩二

講義　日本の美術　　　　　　総合科学部教授　金田　晋

見学　東広島市立八本松小学校

似島キャンプ

見学　広島市郷土資料館　NHK

修了式

今回は前回の反省の上に立ち,プログラムの作成に学生の希望を大幅に取り入れ

た。しかしながら,限定が難しい「日本文化」の中で,学生の関心に共通する部分

が少ないせいか,出席率は相変わらず低かった。学生はこのプログラムの他,ニー

ズに応じて日本語のクラスや日本人学生対象の授業にも出席できるようになってお

り,そのせいか, 「修了式」後の懇談会の席で「時間がない」という声も聞かれた。

一方, 「充実度の不足」を指摘する声もあり,多様な選択支を自分に有利に活用でき

なかった学生もいた。選択支の多きは潜在的に教育内容の質の低下に結び付きやす

い側面があり,今後,学生のニーズに柔軟に対応できる体制を維持する一方,教育

内容の質を高める努力が必要であろう。

なお,以前より「日本語・日本文化研修留学生」は研修の終わりに「研修レポー

ト」を指導教官に提出することになっていたが,昭和63年度受け入れ生については

「研修レポート」を集め, 「日本語・日本文化研修レポート集」として刊行した.こ

れは今後も続けていく予定である。

注1昭和63年度及びそれ以前の受け入れ学生とプログラムについては「留学生

日本語教育」 1号, 2号を参照されたい。
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第10期教員研修留学生コース中間報告(1990.10.-1990.9.)

蝣fc 正　志

I　研修プログラム

A　教育学

1)教育学,心理学,教科教育学に関する英語による講義演習。 (一年)

2)授業参観,特別活動見学をはじめ,その他各種の教育施設,社会教育の見

学。 (一年)

3)課題研究-指導教官の下で,各自の研修テーマを研修。 (一年半)

B　日本文化,日本事情(一年)

1)日本文化,社会に関する多方面からの英語による講義,実習。

2 )文化活動に参加,各種文化施設の見学。

C　日本語教育

1)日本語特講(初級～中級レベル)。 (6カ月)

2)上記以外の日本語・日本事情のクラス。 (学生の能力,必要に応じて)

II　研修プログラム内容

A　教育学

1)講義・演習

1989/ll/ 2 (木)

11/ 9 (木)

11/16 (木)

12/13 (水)

12/14 (木)

1990/ 1/ 9 (火)

1/30 (火)

2)学校・教育施設見学

1989/10/20 (金)

10/27 (金)

11/24 (金)

12/ 8 (金)

「日本の教育制度」教育学部教授　青木薫

「日本の幼児教育」教育学部教授　祐宗省三

「日本の初等・中等教育」教育学部助教授　安原義仁

「各国の教育事情I 」教育学部助教授　二宮暗

「各国の教育事情II」教育学部助教授　二宮培

「日本の教員養成」教育学部教授　吉田正晴

「日本の高等教育」西条共同研修センター講師　田畑佳則

広島市青少年センター

広島市映像文化ライブラリー

広島大学附属幼稚園・附属中学校・附属高等学校

広島市中央公民館・広島市立中央図書館
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12/15 (金)

1990/ 1/26 (金)

6/12 (火)

6/20 (水)

7/2 (月)

B　日本文化・日・本事情

1)講義・演習

1989/ll/ 7 (火)

12/ 2 (土)

1990/ 6/27 (水)

7/4 (水)

2)見学

1989/10/20 (金)

10/27 (金)

11/10 (金)

1990/ 2/ 3 (金)-

5/25 (金)

広島県教育委員会

広島市教育センター

呉工業高等専門学校

広島商船高等専門学校

広島市立広島養護学校

「日本国憲法」法学部教授　畑博行

「茶道」陣崎美知子

「華道」陣崎美知子

「日本の美術I」教育学部教授　斎藤稔

「日本の美術II」教育学部教授　斎藤稔

平和記念公園

広島城・癖景園

宮島

2/3 (土)　尾道市

岩国城・錦帯橋

C　日本語教育

1)日本語特講(1989年10月　4990年2月。週平均30時間)

9 :50-10:40　10:50-12:30　13:20-15:00　15:10-16:50

月　　　深見

火　　小野(9 :00-)

水浮田

木深見

金深見

日本語講師

浮田三郎

多和田真一郎

長友和彦

深見兼孝

夫f里nt--
miJ

奥田久子

小野由美子

渡部　　　　　渡部

小野　　　　　奥田

浮田　　　　　大槻

浮田　　　　　深見

深見

広島大学教育学部助教授

広島大学教育学部助教授

広島大学教育学部助教授

広島大学教育学部講師

広島大学教育学部非常勤講師

広島修道大学教授

広島中央女子短期大学講師
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渡部浩見　　　広島大学教育学部非常勤講師

2)上記以外の日本語・日本事情のクラス(1990年4月～9月o能力と必要に

応じて選択)

D　その他

1990/2/12 (月)- 2/14 (水)スキー研修(大山)

2/17 (土ト2/18 (冒)国際交流活動研修会

(広島市似島臨界少年自然の家)

2/26 (月ト2/28 (水)研修旅行(萩市・津和野町)

6/ 7 (木)国際理解交流会(高宮町立船佐小学校)

6/15 (金)- 6/17 (日)　青年国際セミナー

(国立江田島青年の家)

7/6 (金)- 7/8 (日)青少年との国際交流「似島キャンプ」

(広島市似島臨界少年自然の家)
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日本語研修コース修了者

第十期(1990年4月～90年9月) (10人)

多和田　真一郎

氏 名 クラスで

の呼び名
国 生年 専 攻 専門教育

Iion g , F ra nce G rub er フランス インドネシア 1961 水産食品学 広島大学

Y a n u ar ヤヌアル 〟 1960 流体工学 〟

S im p ol, L o u rd es R im an d o シンボル フィリピン 19 61 生命化学 〟

Ish ik i, Ish ih a ra M a rio マ リオ メキシコ 19 56 植物学 〟

A n d res-L az aro A lfre d o アルフレド スペイン 196 4 文 学 ′′

H u ssm , O th m a n B in オスマン マレーシア 1958 水工土木学 鳥取大学

G u len c, S e lim Y iic el セリム トルコ 1965 政治学 島根大学

N g u y en , T h a n h X u an グエン ベ トナム 1956 病理免疫学 島根医科大学

X a v ier, R ica rd o M ach ad o .リカル ド ブラジル 1963 医 学 〟

K h a n , M ah m od -U l-Z a m a n マハム ド パキスタン 1962 物理化学 岡山大学

S u ha rton o スハルトノ イ ンドネシア 1959 電気工学 〟

N an a K u sum ah P riatn a ナナ 〟 19 58 土木工学 〟

D w ia nto , G a to t ガ トット 〟 19 61 生産工学 ノ′

第十一期(1990年10月～91年3月) (13人)

氏 名 クラ スで

の呼 び名
国 生年 専 攻 専 門教 育

P h illip S ta n d ish M u sgro v e フィリップ オース トラリア 196 3 教員養成関係 広 島大 学

M ery l S ieg al メ リル ア メ リカ 195 7 人文科学 . 他 〟

G iov a nn i G n u d i ジヨハンニ イ タ リア 1960 原子理学関係 〟

A lfred A lex a n d ar P in o ch et アルフレド チ リ 196 1
電気 通信 工

学 関係 〟

P ierre M ok h tari ピエ ール フ ラ ンス 19 66 生物 学関 係 〟

N g uy en D un g H uu グ エ ン ベ トナム 19 60 水産 学関 係 〟

J ose M ic ab a lo O cla rit ホセ フ ィ リピン 19 57 生物 学関 係 〟

O sc ar Jr. G iro n G u tie汀e z オス カー 〟 19 62
獣医 学 . 畜

産学 関係
島根医科大学

K en n J oh n H eb n er ケ ビ ン カナ ダ 195 9
商学 . 経 済

学関 係
山 口大学

Y eo h W ee T h e ng ヨ- マ レー シア 195 8 応用理学関係 〟

S in gy e D o rii ドル ジ ブー タ ン 196 2
商 学 .経 済

学 関係
岡 山大学

Y u n j V ad im o v ic h P rik h o dk o -- U ソ連 195 9 応用科学関係 〟

Z u lk ifli B in Y a a cob ズルキフリ マ レー シア 1958
商 学 .経 済

学 関係 〟
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E]本譜研修コース関係講師一覧

第十期(1990年4月～90年9月)

専　任　　多和田県一郎　　長友和彦

非常勤　　今石正人　　　　天満伸子

西村浩子　　　　井内康輝

中渡道夫　　　　橋本秀夫

第十一期(1990年10月～91年3月)

専　任　　多和田真一郡　　長友和彦

非常勤　　今石正人　　　　天満伸子

水野由美　　　　池上　晋

清谷克寛　　　　深沢義正

浮田三郎

戸田利彦　　　中川正弘

今中比呂志　　岩月善之助

山崎和男　　　雪見義雄

浮田三郎　　　中川正弘

西村浩子　　　橋本敬司

石田三樹　　　伊藤　操

日本語研修コース(第九期) 1989年度(十月～三月)成果報告

日本語研修コース(第十期) 1990年度(四月～九月)成果報告
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期 日 授 業 内 容 等 特 別 研 究 指 導 等 備 考

10/ 14
開 講 式

オ リエ ン テー シ ョン

10/ 16~ 10/ 20
ひらがな導入 10/ 20

. 青少年センター ー
L 1 原爆資料館 .平和公園

10/ 23~ 10/ 27 L 4
10/ 27 映像文化ライブラリー .

広島城 .寿宿景園

10/ 30- ll/ 3 L 6 ll/ 3 公休日

ll/ 6~ ll/ 10 L 9 10
ll/ 10

宮島

ll/ 13~ 11/ 17 L 10 12

ll/ 20~ ll/ 24
L 12 13

中間試験
ll/ 23 公休日

ll/ 27~ 12/ 1 L 13 14
12/ 1

錦帯橋 .岩国城

12/ 4~ 12/ 8 L 14 17

12/ ll- 12/ 15 L 18 19 「専門用語解説」開始

12/ 18~ 1 / 22
L 20 22

期末試験

12/ 25~ 1 . 冬季休業

1 / 8- 1 / 12 L 23 24

1 / 15~ 1 / 19 L 25 26
1 / 19

ガラスの里
1 / 15 公休日

1 / 22~ 1 / 26 L 27
1 / 26 ・27

加計町ホームステイ

1 / 29~ 2 , L 28 29

5~ 2 .
L 29 30 2 / 9

中間試験 尾道市

2 / 12~ 2 / 16 L 31 32
2 / 16, 17, 18

似島合宿

2 / 19~ 2 / 23 L 33 34
2 / 23

N H K 広島放送局

2 / 26へ′3 / 2 特別講座 期末試験

3 / 5 特別講座

3 / 6 成果発表, 修了式
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期 日 授 業 内 容 等 特 別 研 究 指 導 等 備 考

4 / 12
開 講 式

オ リエ ンテ ー シ ョン

4 / 12- 4 / 13
ひらがな, 初歩文型

L 1

4 / 16~ 4 / 20 L 3
4 / 20 原爆資料館 .

平和公園 .青少年センター

4 / 23~ 4 / 27 L 4
4 / 27 映像文化ライブラリ

i .広島城 .縮景園

4 / 30~ 5 / 4 L 7
4 / 30, 5 / 3, 4 ,

5 公休日

5 / 7- 5 / ll L 8 10 5 / 11 宮島

5 / 14- 5 / 18
L ll 13

中間試験

5 / 21~ 5 / 25 L 14 16
5 / 25

錦帯橋 .岩国城

5 / 28~ 6 / 1 L 17 19

6 / 4~ 6 / L 20 21
6 / 8

安佐動物公園

6 / ll- 6 / 15
L 22

前半期末試験

6 / 18~ 6 / 22 L 23 24 「専門用語解説」開始

6 / 25~ 6 / 29 L 25 26

7 / 2~ 7 . L 27 28
7 / 6 , 7 ,

合宿

7 / 9~ 7 / 13 L 29 ′ 30

7 / 16~ 7 / 20
L 31 32 7 / 20

中間試験 尾道市

7 / 23~ 8 / 31 夏季休業

9 / 3 ~ 9 / 7 L 33 34
9 / 7 現代美術館 .郷土資料館

N H K 広島放送局

9 / 10~ 9 / 14 特別講義 期末試験

9 / 17 特別講座

9 / 18 成果発表, 修了式
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